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脱
工
業
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、

　
　
　
ー
脱
工
業
社
会
の
微
視
的
変
動
分
析
ー

技
術
、
労
働

関

根

政

美

脱工業社会のエネルギー・素材，技術，労働

一二三四五

脱
工
業
化
の
基
本
的
特
質

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材

技
術
の
変
化

労
働
の
変
化

ま
と
め

　
　
　
　
　
　
一
　
脱
工
業
化
の
基
本
的
特
質

「
脱
工
業
化
」
（
2
・
ヱ
盈
岳
鼠
当
¢
畳
8
）
、
「
高
度
技
術
産
業
化
」
（
獣
讐
百
§
ぎ
。
一
。
管
巴
一
己
畠
琶
昌
聾
ぎ
）
、
あ
る
い
は
「
高
度
サ
ー

ビ
ス
社
会
」
（
＆
黄
琴
a
¢
①
三
8
u
＆
①
牙
）
、
「
高
度
情
報
社
会
」
（
匡
管
蔓
葺
。
毒
葺
8
零
。
一
Φ
琶
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
現
象
は
、
一
般

に
「
工
業
化
」
（
ゴ
含
弩
芭
ぎ
ぎ
p
）
の
後
に
登
場
し
、
技
術
、
利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
素
材
、
労
働
・
経
営
組
織
そ
し
て
労
働
過
程

な
ど
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
工
業
化
の
段
階
と
は
、
や
は
り
質
的
に
異
な
る
広
い
意
味
で
の
社
会
変
動
と
文
化
変
容
を
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（第1図）工業化・脱工業化と社会変勤

価値体系（信念，動機づけ，エトス，規範，ナショナリズム，etc）

　↑　↓

政治制度（政治・裁判・行政制度，政党制度，圧力団体，選挙制度，外交・防衛）

　↑　↓

社会組織（家族，血縁組織，地縁組織，地域組織，企業，労働組合，労使関係制度，学校，

↑　↓　教育制度，福祉制度，社会運動組織，犯罪組織，etc）

人ロ動態（社会移動，労働移動，移民・難民，地域移動，職業移動，etc）

↑　↓

経済機構（産業・職業構造，商品・労働市場，金融市場，etc）

↑　↓

基盤整備（港湾，鉄道・運輸，飛行場，道路，情報通信ネットワーク）

　　↑　↓

工業イヒ。脱工業イヒー

　　エネ’レギー●素ネオ

　　技術

　　労働

　　経営・組織

　　人的資源

全
体
社
会
ー
文
化

変
動
領
域
　
基
本
的
領
域

引
き
起
こ
す
．
と
く
に
、
こ
う
し
た
変
動
の
な
か
で
、
必
要
労
働
力

の
質
も
大
き
く
変
化
し
、
そ
の
結
果
、
大
き
な
イ
ン
バ
ク
ト
が
生
活

構
造
、
社
会
構
造
、
文
化
・
価
値
体
系
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
与

え
ら
れ
る
．
そ
の
変
化
の
見
取
り
図
を
示
す
と
第
一
図
の
よ
う
に
な

る
。　

も
っ
と
も
、
脱
工
業
化
と
工
業
化
が
も
た
ら
す
変
動
に
は
、
質
的

に
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
主
張
す
る
者
も
い
る
（
富
永
　
一

九
七
三
、
一
四
－
一
九
頁
）
。
た
し
か
に
、
工
業
化
以
前
の
社
会
と
工

業
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
経
験
し
た
社
会
、
す
な
わ
ち
工
業
社
会
と
の

間
の
違
い
に
比
べ
れ
ば
、
工
業
社
会
と
脱
工
業
社
会
の
問
の
違
い
は

小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
年
、
第
三
次
技
術
革
新
と
呼

ば
れ
る
高
度
技
術
時
代
を
迎
え
、
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
技
術
革
新

に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
工
業
社
会
と
脱
工
業
社
会
と
の
違
い
を

全
く
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
D
・
ベ
ル
、

A
・
ト
フ
ラ
ー
、
H
・
カ
ー
ン
、
B
・
ジ
ョ
↓
ズ
、
Z
・
ブ
レ
ジ

ソ
ス
キ
ー
、
A
・
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
、
P
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
、
R
・
ベ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ヤ
ミ
ン
な
ど
の
議
論
は
無
視
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
脱
工
業
化
の
指
し
示
す
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
工
業
」
（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
）
を
製
造
業
に
代
表
さ
れ
る
近
代
的
工
業
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の
意
味
に
と
り
、
経
済
活
動
の
う
ち
工
業
に
比
べ
て
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
、
情
報
・
知
識
の
生
産
、
伝
達
に
強
調
が
置
か
れ
、
経
済
の
ソ
フ

ト
化
が
進
む
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
現
実
社
会
で
生
じ
て
い
る
変
化
を
捉
え
る
の
に
、
い
さ
さ
か
意
味
が
狭
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
議
論
も
多
く
、
「
近
代
産
業
を
特
徴
づ
け
て
い
る
科
学
・
技
術
の
応
用
に
よ
る
目
的
意
識
的
な
効
率
の
追
求
と
い
う
要
素

の
増
大
を
『
産
業
化
』
（
こ
れ
も
英
語
で
は
、
「
工
業
化
」
と
同
じ
く
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ
と
呼
ぽ
れ
る
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

に
す
れ
ば
、
現
実
に
進
行
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
、
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
や
知
識
・
情
報
の
産
業
化
と
呼
ぶ
べ
き
動
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
（
正
村
　
一
九
八
六
、
二
四
四
頁
）
と
す
る
場
合
も
多
い
．
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
微
視
的
分
析
に
視
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
脱
工
業
化
と
い
う
現
象
は
、
必
然
的
に
広
い
文
化
ー
社
会
変
動
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
し
、
製
造

業
か
ら
、
従
来
産
業
化
し
に
く
か
っ
た
情
報
・
知
識
産
業
に
技
術
革
新
の
波
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
第
二
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
パ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
に
と
も
な
う
農
業
革
命
ま
で
も
含
む
広
範
な
技
術
革
新
過
程
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
製
造
業
以
外

に
人
々
の
注
目
と
活
動
が
集
中
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
含
意
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
れ
ば
．
脱
工
業
化
と
い
う
言
葉
を
使

用
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
広
義
の
意
味
で
使
用
し
た
い
と
思
う
。
む
ろ
ん
、
脱
工
業
化
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
製
造
業
を
無
視
す
る
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
は
も
と
も
と
工
業
化
時
代
か
ら
予
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
、
脱
工
業
化
論
の
反
対
論

者
の
議
論
で
あ
る
が
、
工
業
社
会
以
後
の
社
会
変
動
に
注
目
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
十
分
納
得
的
で
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
現
代
先
進
産
業
社
会
の
脱
工
業
化
問
題
を
考
え
る
と
き
、
脱
工
業
化
現
象
に
お
け
る
、
（
一
）
新
素
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

新
技
術
の
導
入
と
定
着
、
そ
し
て
労
働
の
質
量
に
わ
た
る
変
化
の
み
を
対
象
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
（
二
）
新
技
術
、
新
し
い
労
働
過
程

の
出
現
、
新
し
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
生
活
、
社
会
全
般
に
わ
た
る
諸
影
響
を
対
象
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
取

り
扱
う
内
容
は
異
な
っ
て
く
る
。
前
者
に
関
す
る
記
述
や
分
析
は
ミ
ク
ロ
（
微
視
的
）
研
究
、
あ
る
い
は
狭
義
の
脱
工
業
社
会
論
で
あ
り
、

後
者
に
関
す
る
も
の
は
マ
ク
ロ
（
巨
視
的
）
研
究
、
あ
る
い
は
広
義
の
脱
工
業
社
会
論
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
・
の
研
究
は
、
今
日
、
先

進
産
業
社
会
の
分
析
を
行
う
上
で
相
互
補
完
的
な
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
協
働
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
脱
工
業
化
あ
る
い
は
脱
工
業
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社
会
へ
の
変
動
の
起
点
は
、
何
と
い
っ
て
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
．
素
材
、
新
し
い
製
造
、
情
報
関
連
技
術
、
組
織
．
経
営
技
術
の
開
発
と
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
（
2
）

用
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
脱
工
業
化
の
研
究
も
微
視
的
研
究
か
ら
始
め
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
そ
こ
で
、
脱
工
業
社
会
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
そ
し
て
技
術
上
の
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
過
程
の
質
的
な
変
化

に
注
目
し
て
脱
工
業
社
会
の
微
視
的
変
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
、
先
進
社
会
が
直
面
し
て
い
る
マ
ク
ロ

な
社
会
変
動
研
究
の
た
め
の
序
論
的
考
察
を
行
い
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
脱
工
業
化
の
微
視
的
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、
上
述
の
も
の
以
外

に
企
業
組
織
と
経
営
、
さ
ら
に
経
営
者
、
従
業
員
の
人
材
（
人
的
資
源
）
な
ど
が
あ
る
。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技
術
、
労
働
過
程

は
、
企
業
に
お
い
て
組
織
化
さ
れ
、
そ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
が
配
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
要
す
る
に
、
脱
工
業
化
の
ミ
ク
・
研

究
は
企
業
レ
ベ
ル
の
研
究
で
も
あ
る
が
、
組
織
と
経
営
、
人
的
資
源
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

あ
り
五
つ
の
領
域
か
ら
三
つ
を
選
び
、
各
々
の
特
質
と
三
者
の
関
連
に
考
察
を
加
え
た
い
。

ロ脱工業社会のエネルギー・素材，技術，労働

ニ
　
ェ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化

　
脱
工
業
化
期
に
使
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
素
材
に
は
、
何
ら
か
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
工
業
化
段
階
に
お
い

て
は
、
人
間
や
牛
馬
に
代
表
さ
れ
る
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は
水
力
や
風
力
な
ど
の
伝
統
的
で
自
然
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
か
ら
、

科
学
・
技
術
の
発
展
と
そ
の
応
用
に
よ
り
利
用
可
能
と
な
っ
た
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
、
す
な
わ
ち
無
生
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
が
増
大
し
て
い
く
。
こ
の
段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
化
石
燃
料
は
無
尽
蔵
に
存
在
し
廉
価
で
入
手
可
能
で
あ
り
、
消
費
に
対

し
て
大
き
な
制
約
は
少
な
い
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
化
石
燃
料
が
再
生
不
可
能
（
茸
お
琴
≦
畳
。
①
諾
茜
網
）
で
あ
る
と
い
う
点
は
ほ
と
ん

ど
無
視
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
脱
工
業
化
時
代
に
な
る
之
、
化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
と
消
費
量
と
の
関
係
が
見
直
さ
れ
、
再
生
不
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
限
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（第3図）　2000年における日本のエネルギー需要　　　　　か　　　r8
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界
が
に
わ
か
に
注
目
を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る
無
制
約
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
へ
の
警
告
や
、
O
P
E
C
を
中
心
と
す
る
石

油
輸
出
国
の
生
産
制
限
と
価
格
上
昇
に
よ
る
二
度
の

石
油
シ
ョ
ッ
ク
（
一
九
七
三
、
七
九
年
）
が
大
き
な
原

因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
先
進
工
業
諸
国
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
、
省
エ
ネ
技
術
の
開
発
、

あ
る
い
は
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
力
が
注
が
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
原
子
力
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
や
伝
統
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
、
水

力
（
河
川
、
潮
流
．
波
）
の
見
直
し
と
と
も
に
、
植
物

よ
り
抽
出
さ
れ
る
液
体
燃
料
な
ど
の
開
発
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
原
子
力
の
再
生

利
用
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
尽
蔵

に
存
在
す
る
か
、
あ
る
い
は
植
物
燃
料
の
よ
う
に
再
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生
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
ω
日
亀
9
葬
這
。。
ω
）
。

　
こ
う
し
た
比
較
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
再
生
利
用
不
可
能
燃
料
の
利
用
か
ら
再
生
可
能
（
器
ま
壼
幕
雪
。
眞
『
）
あ
る
い

は
非
消
滅
型
燃
料
の
利
用
へ
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
パ
タ
ー
ソ
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
と
し
て
、
浪
費
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
技
術
か
ら
省
エ
ネ
技
術
の
開
発
と
省
エ
ネ
指
向
の
価
値
、
態
度
へ
と
強
調
点
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
室
田
　
一
九
八
一
、



脱工業社会のエネルギー・素材，技術，労働

七
五
ー
八
二
頁
、
今
井
　
一
九
八
一
）
。
実
際
、
日
本
に
お
い
て
も
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
パ
タ
ー
ン
は
、
化
石
燃
料
の
効
率
化
利
用
に

加
え
．
い
わ
ゆ
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
！
」
の
開
発
と
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
第
三
図
）
。
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
ラ

ト
ル
ー
ブ
・
バ
レ
ー
地
区
に
お
い
て
液
化
石
炭
燃
料
開
発
計
画
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
近
年
の
石
油
価
格
の
低
下
の
な
か
で

も
二
一
世
紀
の
燃
料
事
情
を
考
え
て
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
（
青
柳
　
一
九
八
五
、
一
九
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
工
業
化
か
ら
脱
工
業
化
へ

の
移
行
の
際
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
パ
タ
ー
ン
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
素
材
の
変
化

　
次
に
、
使
用
す
る
素
材
に
変
化
は
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
．
工
業
化
へ
の
移
行
期
で
は
、
木
材
、
石
材
、
土
な
ど
の
建
築
材
料
、
毛
皮

や
植
物
な
ど
の
自
然
素
材
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
と
同
様
に
利
用
可
能
と
な
っ
た
科
学
・
技
術
の
発
達

の
お
陰
で
、
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
金
属
材
料
、
あ
る
い
は
石
油
を
基
礎
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
化
学
繊
維
な
ど
が
開
発
さ

れ
、
生
産
財
、
耐
久
消
費
財
な
ど
に
大
量
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
素
材
を
利
用
し
て
、
工
業
化
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
整
備
や
、
巨
大
都
市
に
お
け
る
高
層
ビ
ル
建
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
利
用
さ
れ
る
素
材
の
中
核
は
、
重

量
も
あ
り
寿
命
の
長
い
「
鉄
」
で
あ
り
、
「
重
厚
長
大
」
な
る
素
材
の
使
用
が
工
業
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
脱
工
業
化
期
で
は
、
「
鉄
離
れ
」
あ
る
い
は
「
鉄
冷
え
」
が
論
じ
ら
れ
始
め
、
新
素
材
が
登
場
し
た
。
例
え
ば
、
ニ

ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
フ
ァ
イ
ソ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
あ
る
い
は
炭
素
繊
維
を
基
盤
と
し
た
素
材
が
、

か
つ
て
鉄
を
使
用
し
て
い
た
部
分
に
も
進
出
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
工
業
化
期
を
特
色
づ
け
た
セ
メ
ン
ト
と
鉄
の
利
用
に
対

抗
し
て
新
素
材
が
進
出
し
た
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
と
く
に
化
石
燃
料
の
効
率
利
用
と
省
エ
ネ
化
の
影
響
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
輸
送
手

段
の
軽
量
化
、
寿
命
の
長
期
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
自
動
車
エ
ソ
ジ
ソ
や
部
品
へ
の
ニ
ュ
ー
セ
ラ
、
・
・
ッ
ク

ス
や
炭
素
繊
維
の
応
用
（
第
一
表
）
、
一
切
の
金
属
材
料
を
使
用
し
な
い
機
体
を
持
つ
飛
行
機
の
試
作
な
ど
が
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に

鉄
鋼
産
業
に
ょ
る
新
素
材
産
業
進
出
へ
の
模
索
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
明
示
し
て
い
る
（
第
二
表
V
。
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（第1表）乗用車の原材料構成比
（61年，単位％，カッコ内は52年の構成比〉

銑鉄 銑　　　鉄 1．7（3．2）

棒　　　　　　　鋼 0．9（1．0）

並
日

熱　　延　　薄　　板

　〃　　　中　　板

7．1（7．1）

4．7（7．2）

通 　〃　　　厚　　板
冷　　延　　薄　　板

0．4（0．5）

26．0（37．9）

鋼 高　張　力　鋼　板 7．3（0．5）

亜鉛めっき鋼板 5．4　（3．8）

鋼 その他表面処理鋼板 2．8（O．6）

材
鋼　　　　　　　管

その他普通鋼鋼材
唱　一　一　一　一　一　臼　陶　一　一　一　一　一　璽　一　一　一　r　一　一　〇　一　¶　一

　2．7（2．2）

　0。4（0．8）、
－　一　一　一　一　一　一　一　辱　『　－　一　一　一　，　一

計 57．7（61．6）

炭　　　素　　　鋼 6．1（6．8）

特 合　　　金　　　鋼 3．4（4．6）レ

殊 被削性改善銅鋼材 1．4（0．7）・

鋼
ステンレス鋼・耐熱鋼

ば　ね　鋼　鋼　材

1．0（0．9）

1。5　（2．0）

鋼 軸受け鋼鋼材 0・9（0・9）、

材 　その他特殊鋼鋼材
甲　一　一　響　一　一　一　一　』　一　一　一　一　鴫　一　一　一　，　一　一　一　一　一　＿

　0．7（O．2）
r　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　『　　薗　　r　　一　　一　　一　　一

計 15．0（16．1）

電　　　気　　　銅 1．0（0。9）

非 鉛　　　地　　　金 0．6（O．6）

鉄 亜　　鉛　　地　　金 0．4（0．5）

金 ア　ル　ミ　地　金 3。9（2．6）、

属 　その他の非鉄金属
一　需　一　冒　一　一　一　一　一　一　噌　一　一　一　一　r　 一　一　一　一　一　一　一　一

　0．2（0．1）
一　　一　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿

計 6．1（4。7）’

塗　　　　　　　　料 1．7　（1．6）

ゴ　　　　　　　　　　ム 3．0（4．3）

ガ　　　　ラ　　　　ス 3．3（2．7）

フェ　ノール樹脂 0．1（O。1）

非 ポリウレタン〃
塩化ビニール〃

1．2（0．5）

1，7（1．1）

ポリエチレン〃 0．5（0．2）

金
ポリプロピレン〃
A　　　B　　　S　〃

2．0（0．5）

0．7（0．7）

（汎用　樹脂計） 6．6（3．5）

（高機能樹脂計） 0．7

属 （合成　樹脂計） 7．3（3．5）

繊　　　　　　　　維 1．4（0．7）

木　　　　　　　材 0．5

そ　　　の　　　他 2。3（1．6）
一　甲　榊　一　ロ　ー　『　一　一　一　一　『　r　一　一　一　一　－　一　一　一　一　讐　一 一　一　『　一　一　一　一　一　r　一　一　一　一　 鵯　一　一

計 19．5（14．4）

合　　　計 100．0（100．0）

資料：日本自動車工業会『乗用車の原材料構成比調査』

引用：『読売新聞』1987年5月26日（朝刊）。
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輸
送
手
段
の
軽
量
化
は
鉄
離
れ
を
促
進
す
る
が
、
日
本
の
場
合
、
伝
統
的
な
木
材
の
家
に
代
わ
る
ニ
ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
家
屋
の
登
場

と
普
及
は
、
素
材
利
用
パ
タ
ー
ソ
を
さ
ら
に
変
更
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
利
用
は
情
報
通
信
網
の
革
命
を
起
こ

し
、
銅
の
利
用
を
著
し
く
節
約
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
レ
ア
ー
メ
タ
ル
を
材
料
と
し
た
超
伝
導
体
の
開
発
と
応
用
は
省
エ
ネ

に
も
大
き
く
貢
献
す
る
は
ず
で
あ
る
。
脱
工
業
化
、
ハ
イ
・
テ
ク
化
を
支
え
る
新
素
材
は
第
三
表
が
示
す
通
り
で
あ
る
．
む
ろ
ん
、
脱
工

業
化
期
で
も
鉄
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
使
用
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
旧
素
材
の
改
良
、
軽
量
化
な
ど
に
よ
っ
て
重
要
な
素
材
と
し
て

残
る
が
、
素
材
の
多
様
化
と
応
用
の
多
角
化
は
新
し
い
時
代
の
登
場
を
印
象
づ
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
。

　
と
く
に
ニ
ュ
ー
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
登
場
は
、
新
し
い
素
材
利
用
の
時
代
を
画
す
も
の
と
さ
れ
、
現
代
は
石
器
時
代
、
青
銅
器
時
代
、
鉄

器
時
代
の
後
に
続
く
「
ケ
イ
石
器
（
シ
リ
コ
ン
）
時
代
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
日
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
八
七
、
八
頁
）
。
そ
れ
は
以
下



脱工業社会のエネルギー・素材，技術，労働

（第2表）鉄銅生産技術の新素材分野などへの応用

典型的製造プロセス （基本技術） 関連新素材分野など

（現在）

▼ ▼ 〔コークス製造技術〕 『

ヴ炭素繊維，プラスチック

　　（←コークス炉副生物利用）

一レ石炭化学

1コークス化睡 矧 〔ペレット製造技術〕 （やコークス炉副生ガス利用）

コーク
一レファインセラミックス

ス炉 （焼結炉） （←コークス炉補修耐火物技術）

↓ ※コークス炉ガス⇒水素ガス⇒IC産業，

1製

（高炉）

鋼
〔高炉操業技術〕

　　光ファイバー石英ガラス，アルゴン精製

ニ　　セメント，セラミックファイバー

　　　（←高炉スラグ利用）

　　ファインセラミッタス

　　　　▼

，．．騨
〔溶銑予備処理技術〕

〔転炉・電炉操業技術〕

　（←高炉補修耐火物技術）

チタン，スーパーアロイ

水素吸蔵合金

陣
》

造1
シリコン半導体

（←溶解，精錬，凝固技術）

（麟造機）i
〔二次製錬技術〕 ※転炉ガス⇒C1化学原料

匠
▼

延1 〔連続鋳造技術〕
→》アモルファス，繊維強化金属

　　（中凝國，圧延技術）

朧酬

（めっき設館）

　　↓

1表面処理等1

〔各種圧延技術〕

一レセラミック，磁性材料

　　（←粉末製造・焼結技術）

一卜磁性材料

　　（←熱間圧延酸洗残さ利用技術，ストリ
　　▼ ／　　　　　ップ圧延技術）

→リードフレーム材（金属箔）

（←ステンレス圧延技術）

〔各種表面処理技術〕
一レ磁性材料

　　　（噛結晶軸制御技術）

※複合化，ファインスチール化の方向強化

資料：通産省基礎素材産業懇談会中間報告　昭和62年6月，所収図を若干補完。

引用：戸田弘元「鉄鋼『総合素材産業』目指す』∫日本経済新聞』1987年8月15日（朝刊）。
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（第3表）ハイ・テクを支える新素材（キー・テクノ回ジー別）

キー。・テクノロジー 新　　材　　料　（例）

エレクトロニクス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　iIC基板（セラミックス）　　　　　　　1ジョセフソン素子
ICパッケージ（セラミックス）　　　　1三次元回路素子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ガリウム・ヒ素半導体　　　　　　　　1有機物半導体
ガドリニウム・ガリウム・ガーネット基板l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I（磁気バブルメモリ材料）　　　　　　1エレクトロクロミックス（ECD）素子

シリコン単結晶　　　　　　　　　　　1（表示素子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　・透光性セラミックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1アモルファスシリコン（太陽電池）　　　1（コンピュータ記憶素子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

バイオ（バイオミメ

　　　ティックス）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人工血管　　　　　　　　　　　　　　1人工骨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人工赤血球（リジンベースのポリアミド）1人工歯
コラーゲン薄膜　　　　　’　　　　　　1吸水分離膜（合成ゴム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　IBGO（ビスマス・ゲルマニゥム・酸素）　1イオン交換樹脂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（CT用X線検出器用）　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

光（オプト）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1光ファイバー（セラミックス）　　　　ド表面弾性波素子（タンタル酸リチウム）

　．　　　　　　　　　　　　　　　　1・（ニォブ酸リチウム）

光ファイバー（有機高分子）　　　　　：・BSO（ビスマス・シリコン・オキサイド）
OEIC（光電子集積回路）　　　　　　　1レーザ発振材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・光機能素子　　　　　　　　　　　　1（YAG・イットリウム・アルミニウム・ガーネット）

・光双安定素子　　　　　　　　　　lMQW（多重量子井戸）半導体レーザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

新エネルギー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一水素貯蔵合金　　　　　　　　　　　　1核融合炉材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l金属超微粒子
超電導材料　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lセラミックスエンジン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1超耐熱合金　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

航空宇宙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1炭素繊維　　　　　　　　　　　　　　1炭化ケイ素繊維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　lFRM
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iボロン繊維　　　　　　　　　　　　1炭化ケイ素ウィスカー
ポリィミド　　　　　　　　　　　　　　i窒化ケイ素ウィスカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（以上複合材料強化材・母材）
シリカタイル（ファインセラミックス）　1形状記憶合金
アラミド繊維　　　　　　　　　　　　1一方向凝固翼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1アルミナ繊維　　　　　　　　　　　　1高性能結晶制御合金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　膣

資料：木村栄宏「ファインセラミックス産業の展望』長銀『調査月報』（224），1985年，8頁。
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の
よ
う
に
も
表
現
で
き
る
（
通
商
産
業
省
、
一
九
八
七
、
一
三
三
頁
）
。

　
第
O
段
階
　
自
然
か
ら
入
手
し
た
素
材
そ
の
ま
ま
の
利
用
（
旧
石
器
時
代
）

　
第
一
段
階
　
火
力
を
用
い
た
素
材
の
加
工
　
　
　
　
　
　
（
新
石
器
時
代
）

　
　
　
　
　
　
（
土
器
、
陶
器
、
青
銅
器
、
鉄
器
）
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
銅
器
、
鉄
器
時
代
）

　
第
二
段
階
熱
的
、
電
機
的
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
人
工
的
な
素
材
の
合
成
・
精
製

　
　
　
　
　
　
（
こ
こ
ま
で
の
段
階
は
、
基
本
的
に
は
素
材
の
分
子
・
原
子
は
非
定
配
列
状
態
に
あ
る
）

　
第
三
段
階
　
原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
物
質
の
設
計
・
合
成
・
加
工
（
新
化
学
）
に
ょ
る
人
為
的
に
設
計
さ
れ
た
新
し
い
特
性
・
機
能
を
持
つ
素
材
の
実

　
　
　
　
　
　
現

　
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
ー
、
I
C
、
L
S
I
、
フ
ァ
イ
ソ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
光
フ
ァ
イ
パ
ー
、
太
陽
電
池
な
ど
の
ハ
イ
・
テ
ク
製

品
は
シ
リ
コ
ソ
元
素
を
元
に
す
る
ヶ
イ
石
（
ヶ
イ
砂
）
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
．
し
か
も
、
こ
れ
は
枯
渇
し
つ
つ
あ
る
石
油

な
ど
と
は
異
な
り
、
地
殻
の
四
分
の
一
前
後
を
占
め
、
無
尽
蔵
に
近
い
資
源
と
い
わ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
枯
渇
資
源
か
ら
無
尽
蔵

に
近
い
資
源
利
用
へ
の
動
ぎ
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
パ
タ
ー
ソ
の
変
化
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
素
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
双
方
に
わ
た
り
、
軽
量
化
と
省
エ
ネ
化
と
い
う
新
し
い
考
え
方
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
重

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
ぎ
こ
と
は
、
素
材
の
変
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
替
は
、
新
し
い
技
術
革
新
な
い
し
生
産
性
向
上
を
必
然
化

さ
せ
る
場
合
で
あ
る
。
脱
工
業
化
時
代
の
省
エ
ネ
指
向
は
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
を
要
求
す
る
し
、
今
ま
で
不
可
能
と
さ

れ
て
い
た
技
術
や
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
可
能
に
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
正
し
け
れ
ば
、
脱
工
業
化
の
基
本
的
特
質
を

考
え
る
上
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材
の
変
化
は
見
逃
せ
な
い
。
事
実
、
後
に
述
べ
る
技
術
革
化
は
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
況
や
素
材
の
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

場
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
　
技
術
の
変
化

　
工
業
化
時
代
の
技
術

　
技
術
の
面
で
認
め
ら
れ
る
変
化
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
工
業
化
期
の
技
術
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
工
業
化
過
程
に
お
い
て
技
術
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
、
蒸
気
機
関
の
発
明
と
軽
工
業
の
発
達
を
中
心
と
し
た
第
一
次
技
術
革
新
、

内
燃
機
関
、
電
力
を
利
用
し
重
化
学
工
業
化
を
進
め
た
第
二
次
技
術
革
新
を
通
し
て
進
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
工
業
化
以
前
で
は
単
純
な

道
具
の
発
明
と
改
良
が
な
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
巨
大
な
機
械
と
い
っ
て
も
人
力
や
動
物
の
力
に
頼
る
単
純
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、

複
雑
で
体
系
的
な
工
業
・
技
術
体
系
が
工
業
化
時
代
に
は
一
般
的
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
工
場
組
織
の
導
入
に
よ
り
少
品
種
・
大
量
生

産
が
可
能
と
な
り
大
衆
消
費
時
代
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
工
業
化
期
の
技
術
あ
る
い
は
技
術
体
系
は
、
生
産
財
や
消
費
財
を
中
心

と
し
た
「
モ
ノ
」
造
り
が
主
体
で
あ
り
、
技
術
革
新
も
高
能
率
、
高
品
質
で
か
つ
廉
価
な
製
品
を
生
み
だ
す
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
結
果
、
規
模
の
経
済
が
追
求
さ
れ
、
企
業
の
大
規
模
化
、
寡
占
・
独
占
化
が
進
み
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
、
メ
カ
ニ
カ
ル
・
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ソ
、
プ
戸
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
そ
し
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
流
れ
作
業
、
一
貫
製
造
方
式
の

開
発
が
工
場
内
で
展
開
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
は
、
鉄
鋼
業
の
大
型
高
炉
や
石
油
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
エ
チ
レ
ソ
プ
ラ
ソ
ト
、
自
動
車
組
立
て
に
お
け
る
ト
ラ
ソ

ス
フ
ァ
ー
マ
シ
ソ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
型
化
と
少
品
種
・
大
量
生
産
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
技
術
革
新
に
は
巨
額

の
設
備
投
資
が
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
技
術
革
新
は
一
挙
に
工
場
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
従
来
の
生
産
技
術
体
系
を
根
本
的
に
変
更

す
る
性
質
を
持
つ
．
そ
れ
だ
け
に
労
働
者
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
．
い
ず
れ
に
せ
よ
。
工
業
化
技
術
は
、
人
々
の
飢
え
や
生
活
上
の
不

便
さ
を
解
消
し
、
と
も
か
く
も
必
要
物
資
を
生
産
、
供
給
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
流
並
の
生
活
を
与
え
る
こ
と
目
的
と
し
て
い
た
の
で
、

廉
価
な
こ
と
が
第
一
と
さ
れ
て
い
た
．
要
す
る
に
、
人
々
に
生
存
の
た
め
の
一
次
的
な
い
し
は
社
会
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
、
多
少
と
も
文
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者費消
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引用：人見勝人「EAにおける生産管理システムの現状』『蝶械技術』33（11），1985年，35頁（図2を一部修正

化
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
た
技
術
が
工
業
化
期
の
特
色
で
あ
っ
た

（
伊
藤
　
一
九
八
三
、
一
一
頁
、
通
産
省
企
業
行
動
課

　
一
九
八
四
、
一
二
ー
三
頁
）
。

　
脱
工
業
化
の
時
代
の
技
術

　
そ
れ
に
対
し
て
、
脱
工
業
化
の
時
代
の
技
術

は
異
な
っ
た
性
質
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
司
8
ε
蔓

》
暮
o
目
暮
ざ
巳
男
卜
）
、
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ソ
（
O
由
8
＞
暮
§
慧
。
筏
○
＞
）
の
導
入

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
業
化
の
段
階
で
残
さ

れ
て
い
た
単
純
肉
体
作
業
の
オ
ー
ト
メ
化
が
工

場
、
事
務
部
門
に
お
い
て
も
進
展
し
、
惇
ボ
ッ

ト
や
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
が
一
般
化
し
、
機

械
化
、
自
動
化
が
一
層
押
し
進
め
ら
れ
、
シ
ス

テ
ム
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
第
四
図
）
。
さ
ら

に
、
F
A
化
、
O
A
化
の
た
め
の
技
術
開
発
や

研
究
、
あ
る
い
は
企
業
や
政
府
の
効
果
的
運
営

に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
情
報
の
収
集
、
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分
析
、
検
索
、
保
管
そ
し
て
伝
達
に
関
す
る
高
度
情
報
処
理
技
術
な
ど
の
開
発
が
強
化
さ
れ
る
．
F
A
化
、
O
A
化
そ
し
て
情
報
の
マ
イ

ク
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
（
M
E
化
）
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
奥
林
　
一
九
八
四
、
一
一
頁
、
日
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
八
七
、
一
〇

一
丁
一
四
頁
）
．
こ
れ
を
第
三
次
技
術
革
新
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
．
も
っ
と
も
、
革
新
、
革
命
と
い
う
言
葉
の
安
売
り
が
過
ぎ
て
、
変
化
の

漸
次
的
側
面
が
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
重
要
な
変
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
点
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
工
業
化
期
の
技
術
革
新
が
「
モ
ノ
」
造
り
を
中
心
と
し
、
基
本
的
に
は
工
場
レ
ベ
ル
の
革
新
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
事
務
所
レ
ベ
ル
の
革
新
も
加
わ
り
、
技
術
革
新
の
対
象
が
「
情
報
」
に
移
行
し
た
の
が
脱
工
業
化
期
の
特
色
で
あ
る

（
N
一
馨
き
一
S
c
。
”
等
甲
ω
）
。
さ
ら
に
、
単
に
情
報
を
収
集
し
計
算
、
分
類
す
る
だ
け
の
情
報
処
理
の
段
階
か
ら
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展

に
よ
り
、
よ
り
高
度
の
情
報
処
理
技
術
機
能
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
大
ぎ
な
特
色
で
あ
る
。
と
く
に
、
L
S
I
の
仲
間
で
あ
る
マ
イ
コ

ソ
が
セ
ソ
サ
ー
（
検
知
器
）
と
結
び
つ
い
て
、
機
械
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ソ
ト
（
知
能
）
化
が
手
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
重

要
で
あ
る
（
目
本
経
済
新
聞
社
　
一
九
八
七
、
八
頁
）
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
。

　
　
こ
の
M
E
機
器
は
、
従
来
の
自
動
化
に
比
べ
、
部
品
の
低
数
量
化
、
高
性
能
化
、
低
価
格
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
『
軽
薄
短

　
小
』
な
機
械
設
備
を
可
能
に
し
た
。
（
省
略
）
今
日
注
目
さ
れ
て
い
る
M
E
機
器
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
自
動
化
と
比
較
し
た
場
合
、
人
問
労
働
に
お

　
け
る
知
覚
・
測
定
・
計
算
・
記
憶
・
判
断
・
指
令
・
伝
達
な
ど
の
神
経
機
能
・
頭
脳
機
能
を
客
体
化
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば

　
そ
の
典
型
と
し
て
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
み
る
と
、
そ
の
知
識
の
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
自
ら
の
セ
ソ
サ
！
を
も
ち
、
外
的
刺
激
を
判
断

　
し
、
予
め
定
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
自
己
の
行
動
を
開
始
し
、
ま
た
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
す
る
こ

　
と
に
よ
り
、
そ
の
反
応
行
動
を
容
易
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
M
E
機
器
は
自
ら
情
報
を
処
理
し
工
程
を
制
御
し
う
る
点
に
お
い
て
従
来
の
機
械

　
的
な
自
動
化
と
は
質
的
に
区
別
さ
れ
る
」
（
奥
林
　
一
九
八
四
、
二
五
ー
六
頁
）
。

　
O
A
、
F
A
化
の
促
進
要
因

　
こ
の
よ
う
な
変
化
が
導
入
さ
れ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
の
理
由
は
、
消
費
者
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

汰
々
は
工
業
化
期
の
大
衆
消
費
時
代
に
既
に
基
本
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
て
お
り
、
商
品
に
対
し
て
多
様
な
品
数
と
個
性
を
求
め
る
よ
う
に
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な
る
ひ
さ
ら
に
、
消
費
者
の
欲
求
が
．
低
次
元
か
ら
高
次
元
へ
と
移
り
、
市
場
二
ー
ズ
分
多
様
化
や
製
品
0
ラ
イ
フ
ザ
イ
ク
ル
を
短
く
す

る
傾
向
を
生
む
。
こ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
少
品
種
・
大
量
生
産
型
技
術
に
代
え
て
、
多
品
種
・
中
少
量
生
産
型
技
術
の
生
産
体

系
が
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
可
能
と
さ
せ
る
F
A
化
が
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
二
と
し
て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
多
様
化
す
る
市
場
二
ー
ズ
の
追
跡
と
分
析
の
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
発
展

が
要
請
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
品
種
に
わ
た
る
在
庫
の
管
理
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
が
必
然
的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
少
種
・
大
量
事
務
情
報
処
理
中
心
の
工
業
化
期
に
比
べ
て
、
様
々
な
種
類
の
、

し
か
も
複
雑
な
情
報
を
決
め
細
か
く
分
析
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
事
務
員
、
管
理
者
自
身
が
業
務
遂
行
上
、
個
人
的
情
報
処
理
活
動

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
O
A
化
も
多
種
・
少
量
情
報
処
理
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
が
そ
の
点
を
象
徴
し
て
い
る
（
稲
葉
　
一
九
八
二
、
一
四
ー
五
頁
、
倉
井
　
一
九
八
二
．
三
〇
頁
）
．
F
A
も
、
O

A
も
そ
の
ね
ら
い
は
同
じ
で
、
双
方
と
も
M
E
化
に
よ
り
大
い
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
近
年
で
は
、
F
A
化
以
上
に
O
A
化
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
O
A
化
そ
の
も
の
は
、
実
は
決
し
て
真
新
し
い
事

態
で
は
な
い
。
工
場
部
門
に
お
い
て
、
各
種
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
や
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
頃
、
会
計
や
財
務
を
中
心
と

し
て
事
務
部
門
の
機
械
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
も
進
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
相
対
的
に
み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年

代
の
生
産
部
門
に
お
け
る
設
備
投
資
に
比
べ
る
と
、
事
務
部
門
は
当
閑
視
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
早
く
オ
ー
ト
メ
化
を
進
め
て
い
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
で
も
、
一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
間
に
、
生
産
工
程
部
門
の
生
産
性
上
昇
は
九
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
比
較
し
て
事
務
部
門
は
同
期
間
内
に
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
上
昇
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
、
同
じ
一
〇
年
間

の
生
産
部
門
へ
の
設
備
投
資
は
労
働
者
一
人
当
た
り
二
五
、
O
O
O
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
事
務
部
門
に
お
い
て
は
二
、
○
O
O
ド
ル
に
す

ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
　
一
九
八
三
、
二
一
ー
二
頁
）
。

　
こ
の
事
情
は
七
〇
年
代
に
な
る
と
変
化
す
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
米
国
に
お
け
る
経
済
成
長
の
停
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滞
、
失
業
の
増
加
、
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
と
生
産
性
の
下
落
、
金
利
の
上
昇
な
ど
に
見
ら
れ
る
経
済
状
況
の
悪
化
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
企

業
を
し
て
生
産
性
向
上
の
努
力
に
な
お
一
層
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
．
こ
の
結
果
、
取
り
残
さ
れ
て
い
た
事
務
部
門
の
M
E
化
が
に
わ
か

に
脚
光
を
浴
び
た
（
倉
井
　
一
九
八
二
、
二
五
－
六
頁
）
。
む
ろ
ん
、
F
A
化
も
同
じ
事
情
の
も
と
に
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
進
ん
だ
こ
と
は
見

逃
せ
な
い
。
O
A
化
は
、
消
費
者
の
趣
向
の
複
雑
化
、
移
り
気
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
だ
け
に
進
展
し
た
の
で
は
な
い
。
省
エ
ネ
化

に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
ま
り
と
不
況
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
七
〇
年
代
の
不
況
は
M
E
化
の

第
三
の
原
因
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
近
年
、
世
界
的
な
傾
向
と
し
て
多
国
籍
な
い
し
は
超
国
籍
企
業
の
活
動
の
拡
大
に
よ
り
、
あ
る
い
は
世
界
経
済
の
拡
大
、
さ
ら

に
は
日
本
の
ハ
イ
・
テ
ク
化
、
ア
ジ
ア
新
興
工
業
諸
国
の
台
頭
に
よ
り
、
多
国
籍
な
い
し
は
超
国
籍
企
業
間
、
国
家
間
の
競
争
が
激
化
し
、

ハ
イ
・
テ
ク
化
、
M
E
化
は
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
（
寄
爵
毒
一
蚕
注
N
品
墓
一
2
S
P
寧
る
甲
。
）
。
こ
う
し
た
競
争
の
激
化
の
な
か

で
半
導
体
の
開
発
、
応
用
技
術
の
向
上
が
進
ん
だ
こ
と
が
F
A
化
、
O
A
化
の
第
四
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
半
導
体
技
術
の
向
上
に
よ

る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
性
能
の
向
上
と
、
・
・
ニ
チ
ュ
ア
化
（
小
型
化
）
は
、
か
つ
て
不
可
能
と
さ
れ
た
多
品
種
・
少
量
生
産
を
可
能
に
し
、
変
化
に

適
応
的
な
技
術
体
系
の
開
発
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
M
E
機
器
の
向
上
と
小
型
化
は
、
工
業
化
期
の
よ
う
な
大
型
の
設
備
投
資
と
急
激
な
技
術
導
入
を
必
要
と
し
な
い
、
漸
次
的

な
導
入
に
よ
る
「
五
月
雨
型
」
技
術
革
新
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
結
果
、
労
働
組
合
の
効
果
的
な
反
対
を
弱
め
さ
せ
た
．
こ
の
こ
と
は
、

事
務
部
門
へ
の
技
術
革
新
の
応
用
を
も
容
易
に
さ
せ
た
。
そ
れ
ぽ
か
り
か
、
メ
カ
ト
・
ニ
ク
ス
機
器
そ
の
も
の
が
、
大
量
生
産
に
よ
っ
て

廉
価
と
な
り
「
町
工
場
の
・
ボ
ッ
ト
革
命
」
と
い
わ
れ
る
、
工
業
化
期
に
お
い
て
不
可
能
で
あ
っ
た
中
小
企
業
の
技
術
革
新
を
可
能
と
さ

せ
た
の
で
あ
る
（
山
崎
　
一
九
八
三
、
木
村
　
一
九
八
四
）
．
こ
れ
が
第
五
の
原
因
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
脱
工
業
化
期
に
入
る
と
工
場
と
事

務
部
門
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
区
別
な
く
、
技
術
革
新
が
導
入
さ
れ
て
い
く
。
他
方
、
多
品
種
・
少
量
生
産
技
術
の
開
発
と
市
場
二
ー

ズ
の
多
様
化
が
ベ
ソ
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
登
場
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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工
業
化
と
脱
工
業
化
時
代
の
技
術
の
特
質

　
以
上
の
比
較
か
ら
、
工
業
化
期
に
お
け
る
技
術
革
新
の
タ
イ
プ
、
目
的
そ
し
て
思
想
な
ど
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
．
大
規
模
設
備
に
よ
る
少
品
種
・
大
量
生
産
を
中
核
と
す
る
技
術
で
、
人
々
の
低
次
元
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
こ

と
に
目
的
を
置
く
工
業
化
時
代
の
技
術
革
新
に
対
し
て
、
中
小
規
模
設
備
の
技
術
導
入
を
可
能
と
さ
せ
、
五
月
雨
型
技
術
導
入
や
中
小
企

業
の
技
術
革
新
、
事
務
部
門
の
オ
ー
ト
メ
化
な
ど
を
進
め
、
人
々
の
高
度
な
欲
求
、
多
様
な
趣
味
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
脱
工
業
化
期
の

技
術
革
新
に
質
的
な
差
異
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
似
た
よ
う
な
現
象
が
、
少
種
・
大
量
情
報
処
理
か
ら
多
種
．
少
量
情
報

処
理
へ
と
い
う
形
で
事
務
部
門
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
が
労
働
の
質
に
与
え
る
変
化
は
相
当
大
き
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
、
工
業
化
か
ら
脱
工
業
化
へ
の
技
術
変
化
に
み
ら
れ
る
質
的
な
違
い
を
無
視
で
き
な
い
。
工
業
化
と
脱
工
業
化
の
技
術
の
違
い

を
次
の
よ
う
に
特
色
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
　
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
．
こ
れ
ま
で
の
技
術
革
新
は
人
間
の
肉
体
的
能
力
の
増
幅
技
術
が
、
こ
れ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
頭
脳
的
．

　
神
経
的
能
力
の
増
幅
を
大
き
く
凌
駕
す
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
た
め
に
こ
と
わ
ざ
に
い
う
、
『
大
男
総
身
に
知
恵
が
回

　
り
か
ね
』
と
い
う
状
況
を
呈
し
、
自
ら
の
巨
大
な
体
を
も
て
あ
ま
す
よ
う
に
な
っ
た
。
規
模
の
圧
力
と
は
こ
の
比
喩
が
ぴ
っ
た
り
す
る
。
こ
こ
に
、
工

　
業
化
に
か
わ
っ
て
、
頭
脳
的
・
神
経
的
能
力
の
増
幅
技
術
に
一
段
の
飛
躍
を
め
ざ
し
た
情
報
化
が
登
場
せ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
性
が
あ
る
。
技
術
革
新

　
に
よ
る
情
報
化
の
波
を
組
込
ん
だ
高
度
情
報
化
社
会
の
構
想
は
、
こ
れ
ま
で
の
工
業
化
の
歴
史
に
お
い
て
増
幅
さ
れ
す
ぎ
た
肉
体
的
能
力
に
た
い
し
、

　
こ
れ
と
バ
ラ
ン
ス
す
る
頭
脳
的
・
神
経
的
能
力
の
増
幅
を
計
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
雑
性
に
た
い
す
る
対
応
能
力
を
高
次
化
す
る
試
み
で
あ
る
と
言
い

　
う
る
」
（
今
田
　
一
九
八
四
、
三
四
ー
五
頁
）
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
I
L
O
（
訳
一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
M
E
化
な
い
し
は
M
E
機
器
の
登
場
は
、
既
に

見
た
通
り
「
軽
薄
短
小
』
の
技
術
の
進
展
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
、
大
型
集
積
回
路
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
小
型
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
消
費
節
約
に
も
役
立
ち
、
先
に
指
摘
し
た
脱
工
業
化
期
に
お
け
る
省
エ

ネ
化
、
節
約
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
（
高
梨
　
一
九
八
四
、
五
頁
）
。
故
に
、
M
E
化
は
脱
工
業
化
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社
会
の
基
盤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
四
　
労
働
の
変
化

　
工
業
化
時
代
の
労
働
の
変
化

　
労
働
の
変
化
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
工
業
化
期
に
お
け
る
労
働
の
変
化
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
関
根

一
九
八
三
、
三
二
ー
二
頁
、
評
奉
涛
。
一
S
ン
唇
」
8
出
O
）
。

　
（
一
）
　
未
分
業
．
あ
る
い
は
性
別
、
年
齢
別
の
よ
う
な
単
純
な
分
業
の
状
態
に
変
更
を
加
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
熟
練
に
お
け
る
未
分

　
　
　
化
、
万
能
工
的
な
労
働
が
、
分
解
、
稀
釈
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
（
イ
）
分
業
、
協
業
化
が
押
し
進
め
ら
れ
て
工

　
　
　
場
に
お
け
る
半
熟
練
、
不
熟
練
、
単
純
労
働
が
大
量
に
創
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
（
ロ
）
カ
ソ
や
コ
ツ
、
経
験
に
そ
れ
ま
で
頼
っ

　
　
　
て
い
た
作
業
か
ら
、
科
学
的
あ
る
い
は
理
論
的
知
識
を
利
用
し
て
、
労
働
作
業
の
標
準
化
、
単
純
化
、
画
一
化
が
押
し
進
め
ら
れ

　
　
　
る
。

　
（
二
）
　
企
業
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
組
織
の
拡
充
が
重
要
と
な
る
と
と
も
に
、
生
産
工
程
部
門
に
対
し
、
事
務
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
や

　
　
　
管
理
部
門
の
労
働
者
（
中
間
管
理
層
）
た
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
販
売
、
流
通
部
門
の
産
業
や
職
種

　
　
　
の
発
展
が
み
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
分
業
化
や
管
理
部
門
を
中
心
と
し
た
組
織
の
複
雑
化
に
対
し
て
、
個
々
の
労
働
者
の
労
働
そ
の
も
の
の
単
純
化
が
工
業
化
期

の
労
働
変
化
の
特
色
で
あ
る
。
こ
う
し
た
労
働
の
単
純
化
は
、
新
た
に
創
出
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種
に
お
い
て
も
生
じ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
脱
工
業
化
へ
の
動
き
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
脱
工
業
化
時
代
の
労
働
の
変
化
－
労
働
の
二
極
分
解

脱
工
業
化
時
代
に
な
る
と
第
五
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
工
業
化
期
と
同
様
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
比
重
が
増
大
す
る
が
、
専
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門
職
や
研
究
・
技
術
職
の
増
加
が
と
く
に
顕
著
と
な
る
。
そ
し
て
、
工
業
化
期
と
異
な
り
、
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労

働
者
の
減
少
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
（
鈴
木
　
一
九
八
三
、
二
九
頁
）
。
し
か
し
、
単
純
、
不
熟
練
労
働
が
皆
無
に
な
る
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
る
．
た
し
か
に
脱
工
業
化
は
高
度
情
報
社
会
化
あ
る
い
は
高
度
福
祉
国
家
化
を
生
み
、
大
企
業
に
お
け
る
専
門
、
研
究
・
技
術
職
と

と
も
に
、
情
報
処
理
、
医
療
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
、
福
祉
関
連
の
専
門
職
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
へ
の
需
要
拡

大
を
生
む
。
し
か
し
同
時
に
、
「
二
・
五
次
産
業
化
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
第
三
次
産
業
に
お
け
る
第
二
次
産
業
化
（
製
造

工
業
化
）
が
進
行
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
吉
沢
　
一
九
八
二
、
一
三
五
ー
六
頁
）
。

　
す
な
わ
ち
、
飲
食
、
販
売
、
流
通
産
業
の
職
務
の
標
準
化
、
単
純
化
、
画
一
化
や
自
動
化
が
進
み
、
第
三
次
産
業
部
門
で
単
純
工
程
作

業
的
要
素
が
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
建
築
、
土
木
、
清
掃
な
ど
は
労
働
集
約
的
要
素
の
強
か
っ
た
第
三
次
産
業
で
は
あ
る
が
、

機
械
化
、
自
動
化
が
さ
ら
に
広
い
産
業
に
わ
た
っ
て
不
熟
練
労
働
力
へ
の
需
要
を
生
む
の
で
あ
る
。
と
く
に
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
労
働
者
の

増
加
と
し
て
現
れ
て
く
る
（
安
藤
　
一
九
八
五
）
。
そ
れ
故
に
、
脱
工
業
化
期
の
労
働
力
需
要
は
、
熟
練
、
半
熟
練
労
働
の
需
要
が
停
滞
し
、

専
門
職
、
上
級
、
下
級
技
術
職
お
よ
び
不
熟
練
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
労
働
へ
の
需
要
を
拡
大
す
る
と
い
う
「
二
極
化
現
象
」
が
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
る
（
高
梨
　
一
九
八
四
、
一
二
三
頁
）
。
専
門
・
技
術
、
経
営
・
管
理
職
を
中
心
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
を
「
英
才
職
種
」

（
聾
貰
二
。
琶
と
呼
び
、
単
純
労
働
を
「
下
積
み
職
種
」
（
鼠
冨
づ
喜
）
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
こ
の
両
極
化
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
え
ず
顕
著
と
な
っ
て
い
る
の
が
脱
工
業
社
会
の
特
色
で
あ
る
（
ω
9
墨
詩
p
＆
Z
①
ま
爵
訳
一
九
八
五
、
一
〇
六
－
一
六
頁
）
。

　
下
積
み
職
種
の
行
方

　
以
上
の
よ
う
な
変
化
の
原
因
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
M
E
化
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
場
の
生
産
工
程
部
門
に
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
1
タ

や
・
ボ
ッ
ト
、
自
動
制
御
装
置
な
ど
が
導
入
さ
れ
、
人
間
の
仕
事
を
代
行
し
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
工
業
化
期
に
進
展
し
た
作

業
の
標
準
化
、
画
一
化
が
か
な
り
の
程
度
に
ま
で
進
め
ば
、
カ
ン
や
コ
ツ
お
よ
び
経
験
も
必
要
な
く
な
る
が
、
そ
う
な
れ
ば
単
純
作
業
を

行
う
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
装
置
の
導
入
は
簡
単
に
な
る
。
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば
、
単
純
化
さ
れ
標
準
化
さ
れ
た
下
積
み
職
種
の
労
働
が
自
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動
化
、
機
械
化
さ
れ
れ
ば
、
労
働
者
に
残
さ
れ
た
作
業
は
機
械
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
に
な
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
「
押
し
ボ
タ
ン

エ
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
M
E
機
器
の
可
能
性
は
大
き
く
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
者
も
い
る
。

　
　
M
E
機
器
は
生
産
過
程
に
お
け
る
知
能
的
機
能
・
制
御
機
能
を
客
体
化
し
、
そ
れ
を
技
師
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
過

　
程
の
構
造
を
根
本
的
に
変
革
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
に
、
各
職
場
あ
る
い
は
各
作
業
を
連
結
し
、
そ
れ
を
調
整
す
る
管
理
的
機
能
は
も
は
や
人
工
頭

　
脳
た
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
担
当
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
M
E
機
器
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
現
場
監
督
者
や
管
理
者
の
労
働
は
、
も
は
や
不
用
に
な

　
っ
て
く
る
。
人
間
労
働
の
介
在
し
な
い
完
全
自
動
工
場
は
技
師
に
と
っ
て
は
究
極
的
理
想
で
あ
り
、
M
E
技
術
は
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
客
観
的
可
能

　
性
を
保
障
し
た
（
奥
村
　
一
九
八
四
、
二
六
頁
）
。

脱工業社会のエネルギー・素材，技術，労働

　
こ
れ
は
、
多
品
種
・
少
量
生
産
形
態
を
と
る
本
格
的
自
動
化
工
場
で
あ
る
「
F
M
S
」
（
固
貫
自
①
竃
導
亀
費
9
巨
農
探
§
ヨ
）
に
よ
り

可
能
と
な
る
。
一
九
八
○
年
代
中
に
、
複
数
の
マ
シ
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
群
、
加
工
物
の
自
動
着
脱
、
工
具
の
取
替
装
置
、
無
人
搬
送
者
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
室
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
な
る
F
M
S
は
、
従
来
の
所
用
人
員
を
三
分
の
一
に
減
少
さ
せ
て
し
ま
う
と
も
い
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
F
M
S
に
よ
り
高
度
化
さ
れ
た
C
A
D
／
C
A
M
を
付
加
し
、
設
計
か
ら
製
造
指
示
そ
し
て
製
造
工
程
が
一
体
化
し
た
無

人
シ
ス
テ
ム
さ
え
想
定
さ
れ
て
い
る
（
通
商
産
業
省
編
　
一
九
八
七
、
一
五
四
ー
五
）
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
一
般
化
に
は
相

当
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
し
、
た
と
え
普
及
し
て
も
工
場
か
ら
人
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
人
数
は
少
な
い
が
生
産
シ

ス
テ
ム
を
修
理
、
改
良
す
る
た
め
に
は
技
術
者
の
他
に
も
一
般
技
能
労
働
者
が
必
要
で
、
彼
ら
の
技
能
が
F
A
化
の
発
展
に
役
立
て
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
小
川
　
一
九
八
四
、
四
i
五
頁
）
。

　
労
働
の
二
極
分
解
仮
説
を
押
し
進
め
れ
ば
、
下
積
み
職
種
は
究
極
的
に
は
駆
逐
さ
れ
て
い
く
が
、
む
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
は
失
業
の
自
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
増
大
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
単
純
労
働
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
を
訓
練
し
、
よ
り
高
度
な
職
務
に
配

置
し
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
．
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
不

幸
に
な
る
と
い
う
極
端
な
立
場
を
と
る
必
要
も
な
い
．
ま
た
、
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
過
度
な
技
術
決
定
論
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
い
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（第6図）　マニュアル機器とメカトロ機器の職務内容の比較

〈メカトロ機器＞〈マニュアル機器〉

作　　業　　設　　計
（加工手順・治工具の決定）

プログラムの開発

プログラムの修正・改善

〉

ティーチング

妙
i　段　取　酢） 1 1　段　取　り

妙 妙
1　オペレーション 1 1　オペレーション　　1

↓ノ く少
トラブル・
シュート

メカニカル系

の知識・技術

トラブル・
シュート

メカニカル系

＋エレクトロ

ニクス系の知

識・技術メンテナンス メンテナンス

引用：伊東実「メカトロニクス化の進展と職場構造の変化」『日本労働協会雑誌』

　　　（294），1983年，13頁。

ト
や
機
械
の
管
理
、
監
視
作
業
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

あ
る
い
は
簡
単
な
メ
カ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル
ヘ
の
対
応
な
ど
、

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
し
た
監
視
、

上
級
技
術
者
の
仕
事
の
委
譲
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

労
働
作
業
者
の
仕
事
は
、

修
繕
作
業
な
ど
も
M
E
化
に
よ
り
、

よ
り
上
級
の
複
雑
な
仕
事
へ
と
移
行
す
る
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
は
資
本
主
義
社
会
の
歴
史
的
必
然
性
と
い
う
立
場
か
ら
．
技
術
革
新

　
　
　
は
労
働
の
単
純
化
と
失
業
を
押
し
進
め
る
だ
け
で
あ
る
と
考
え
る
こ

　
　
　
と
も
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
、
無
人
工
場
の
普
及

　
　
　
は
ま
だ
将
来
の
こ
と
と
し
て
、
脱
工
業
化
期
に
お
け
る
労
働
の
性
格

　
　
　
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
ょ
う
。

　
　
　
　
生
産
工
程
労
働
者
の
職
務
変
化

　
　
　
　
単
純
作
業
、
画
一
化
さ
れ
標
準
化
さ
れ
た
仕
事
が
な
く
な
っ
て
も
、

　
　
　
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
が
全
く
不
用
に
な
る
の
で
は
な
い
．
F

　
　
　
M
S
、
C
A
D
／
C
A
M
な
ど
に
よ
る
自
動
工
場
は
そ
う
簡
単
に
普

　
　
　
及
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
だ
ま
だ
人
手
は
必
要
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
も
、
M
E
化
が
進
展
す
る
と
、
労
働
老
に
要
求
さ
れ
る
仕
事
内
容
は

　
　
　
大
き
く
変
化
し
て
く
る
。

　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
工
場
労
働
者
と
は
い
え
彼
ら
の
仕
事
は
「
モ
ノ
」
造

　
　
　
り
作
業
か
ら
開
放
さ
れ
、
逆
に
「
モ
ノ
」
造
り
を
代
行
す
る
ロ
ボ
ッ

　
す
な
わ
ち
、
β
ボ
ッ
ト
や
自
動
制
御
装
置
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
点
検
や
修
正
、

か
つ
て
は
工
場
技
術
者
や
保
全
工
の
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
仕
事
を
担
当
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
の
作
業
が
標
準
化
、
マ
ニ
ユ
ア
ル
化
さ
れ
て
、

　
こ
う
し
た
結
果
、
か
つ
て
は
単
能
工
、
半
熟
練
労
働
と
さ
れ
て
い
た
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
点
を
多
少
詳
し
く
見
て
み
る
こ
と
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に
し
た
い
。

　
一
般
的
に
い
っ
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
器
を
操
作
し
て
製
品
を
作
る
場
合
、
第
六
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
仕
事
が
要
請
さ
れ
る
。

　
（
一
）
　
い
か
な
る
機
械
、
治
工
具
で
ど
の
よ
う
な
順
に
作
業
を
し
て
ゆ
く
か
を
決
定
す
る
「
作
業
設
計
」

　
（
二
）
　
材
料
や
治
工
具
を
セ
ッ
ト
す
る
「
段
取
り
」

　
（
三
）
　
機
械
を
実
際
に
作
動
さ
せ
て
作
業
す
る
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
（
四
）
　
以
上
の
一
連
の
作
業
を
行
う
た
め
の
重
要
な
付
帯
作
業
と
し
て
の
「
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

　
こ
れ
ら
の
職
務
は
、
す
べ
て
カ
ソ
や
コ
ツ
に
基
づ
い
た
熟
練
を
大
い
に
必
要
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
機
械
の
コ

ソ
ト
ロ
ー
ル
と
微
調
整
の
た
め
に
熟
練
が
要
求
さ
れ
る
（
伊
藤
　
一
九
八
三
、
一
三
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
M
E
化
さ
れ
た
装
置
に
ょ
る
作

業
の
場
合
は
、
従
来
の
作
業
設
計
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
お
よ
び
修
正
や
改
善
作
業
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
使
用
す
る
・
ボ

ッ
ト
や
自
動
装
置
の
作
業
状
況
を
制
御
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
段
取
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ソ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ト
ラ
ブ
ル
・

シ
ュ
ー
ト
と
い
っ
た
職
務
は
残
る
が
、
そ
の
内
容
は
全
く
異
な
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
器
で
必
要
と
さ
れ

て
い
た
熟
練
技
能
や
カ
ン
や
コ
ツ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
納
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
職
務
内
容
は
ま
さ
に
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
と
い

う
こ
と
に
な
る
．
し
か
し
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ソ
ス
に
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
機
械
に
対

す
る
知
識
と
と
も
に
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
系
の
知
識
と
技
術
が
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
、
全
体
的
に
み
る
と
職
務
内
容
は
高
度
化

す
る
．

　
む
ろ
ん
、
M
E
機
器
の
導
入
が
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
こ
と
を
す
ぐ
に
生
む
の
で
は
な
い
。
新
し
い
M
E
機
器
の
導
入
直
後
は
、

一
般
の
工
程
作
業
者
や
保
全
員
で
は
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
技
術
者
の
力
を
階
り
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
技
術
者
主
導

型
」
の
職
場
構
成
と
な
る
。
し
か
し
、
導
入
後
し
ば
ら
く
し
て
作
業
に
も
落
ち
着
き
が
出
て
日
常
化
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
り
だ
す

と
保
全
員
が
多
く
の
管
理
を
す
る
「
保
全
員
委
譲
型
』
の
職
場
構
成
が
現
池
る
。
さ
ら
に
、
M
E
機
器
の
作
動
が
安
定
化
し
、
作
業
、
監
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　　　　　1鶏型　　　　　　　　　　II類型　　　　　　　　　III頬型
　　　〈技術者主導型〉　　　　　〈保全員委譲型〉　　　　〈作業者委譲型＞

　　　　　　　　　　　　　　　　技術者　　　　　　　　　技術者

＿＿一　　技術者　　　一＿＿＿＿　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿

一一一　　　　　　　　　　　一一一一一一　　　　　　　　　　一一一一一一一　　イ呆

　　　　　　　保　　　　　　保　　　　　　　舎
＿＿＿　全＿＿＿＿全一一＿＿＿＿貝
　　　　　　　員　　　　　　　　　　貝

ll二二丁篤，

（第7図）　メカトロニクス化の進展と職務編成方法の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔職務　編　成〕

　　　　　　　　　　　　　　　1類型　　　　　　　　　　II類型
　　　〔職務内容〕　　　　　　〈技術者主導型〉　　　　　〈保全員委叢

　　　一　　　一　　鴨　　噛　－　軸一－

じ二二避作業者

　一　一軸一

　　・』　“ロー

く導入期〉一一　　〈本格稼動期〉　一一一一レ〈安定期〉

プログラムの開発

プロタラムの修正
ティーチング

メンテナンス

トラブル・シュート

段　　　取　　　り

オペレーション

引用：第6図に同じ（15頁）。

視
、
管
理
も
楽
に
な
る
と
．
一
般
作
業
員
を
教
育
し
て
お
け
ば
新
し
い
職
務
へ

の
対
応
も
可
能
と
な
る
「
作
業
員
委
譲
型
」
の
職
場
構
成
と
な
る
。
こ
こ
に
き

て
初
め
て
、
作
業
員
が
工
程
管
理
の
主
体
に
な
る
．
そ
の
過
程
を
モ
デ
ル
で
示

す
と
、
第
七
図
に
示
さ
れ
た
通
り
に
な
る
（
伊
藤
　
一
九
八
三
、
一
五
頁
）
。
こ
の

よ
う
に
、
M
E
機
器
の
導
入
後
「
作
業
者
委
譲
型
」
の
職
務
構
成
が
現
れ
る
ま

で
に
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
大
き
な
職
務
内
容
の
変
更
を

確
認
で
き
る
（
工
藤
　
一
九
八
四
、
伊
藤
　
一
九
八
五
）
。

　
技
術
革
新
と
職
務
管
理

　
M
E
化
に
よ
る
職
務
変
化
が
．
し
か
し
な
が
ら
、
何
時
も
前
項
で
述
べ
た
形

で
推
移
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
M
E
機
器
導
入
後
作
業
が
安
定
化
し
て
も
、
作
業
設
計
、
メ
ソ
テ
ナ
ン

ス
そ
し
て
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
職
務
を
技
術
者
の
職
務
と
し
て
規
定

し
、
一
般
作
業
員
に
は
依
然
と
し
て
ボ
タ
ソ
押
し
と
清
掃
の
み
を
任
し
、
権
限
、

職
務
内
容
の
委
譲
を
行
わ
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
M
E
機
器
を

導
入
し
た
個
々
の
企
業
体
の
持
つ
経
営
理
念
な
り
、
労
務
管
理
方
針
に
左
右
さ

れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
組
織
選
択
（
。
茜
導
ぎ
ぎ
召
一
昌
身
。
）
の
問
題
な
の

で
あ
る
（
奥
村
　
一
九
八
四
、
二
七
頁
、
≦
p
富
9
這
o
。
5
箸
。
謡
o。
6
｝
I
L
O
　
訳
一

九
八
三
．
＝
…
丁
四
〇
頁
）
。
目
本
で
は
、
作
業
者
へ
の
委
譲
が
進
ん
で
お
り
、

欧
米
で
は
技
術
者
中
心
の
職
場
編
成
が
多
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
（
日
本
経
済
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新
聞
社
　
一
九
八
七
、
二
〇
八
ー
九
頁
）
、
他
方
で
、
欧
米
諸
国
の
な
か
で
も
．
例
え
ば
英
国
と
西
ド
イ
ツ
で
は
、
後
者
の
ほ
う
が
作
業
者
へ

の
委
譲
が
進
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
（
ω
。
韻
9
鼠
一
●
這
。
。
N
）
。
す
な
わ
ち
、
職
務
編
成
や
労
働
過
程
の
動
態
は
、
経
営
管
理
の
一
部

で
あ
り
、
そ
の
経
営
管
理
の
パ
タ
ー
ソ
も
様
々
な
組
織
内
外
の
条
件
の
も
と
で
決
ま
っ
て
く
る
と
い
う
コ
ソ
テ
ィ
ソ
ジ
エ
ソ
シ
ー
．
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
や
は
り
条
件
次
第
に
よ
っ
て
職
務
編
成
は
異
な
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
（
≦
器
目

一
〇
〇
。
メ
℃
●
一
〇。
c。
）
。

　
例
え
ば
、
先
の
第
七
図
の
M
E
化
の
職
務
編
成
図
に
お
い
て
、
1
類
型
〈
技
術
者
主
導
型
〉
か
ら
H
類
型
〈
保
全
員
主
導
型
〉
を
経
て

皿
類
型
〈
作
業
者
主
導
型
〉
へ
と
三
つ
の
型
の
移
行
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
1
類
型
の
職
務
編
成
の
ま
ま
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
は

可
能
な
の
で
あ
る
。

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
職
務
編
成
方
法
も
大
き
く
変
化
す
る
が
、
こ
の
変
化
は
個
別
企
業
の
生
産
管
理
方
針
や
教
育
訓
練
体
制
の

あ
り
方
、
労
働
力
構
成
の
差
異
な
ど
に
強
く
規
定
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
作
業
者
委
譲
型
に
進
む
と
は
限
ら
な
い
。
安
定
期
に
入
っ
て
も
作
業
者
へ

の
職
務
委
譲
が
進
ま
ず
、
作
業
者
駐
押
し
ボ
タ
ソ
工
化
が
進
行
す
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
、
作
業
者
の
教
育
訓
練
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
が
下
位
職
務
に
特
化
し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、
作
業
者
へ
の
職
務
委
譲
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
逆
に
早
繁
時
問
に
優
秀
な
高

卒
者
を
現
場
投
入
し
て
多
能
化
教
育
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
企
業
で
は
、
作
業
者
へ
の
職
務
委
譲
が
進
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
も
、
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
化
に
伴
う
職
務
内
容
の
高
度
化
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
者
の
職
務
満
足
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
（
伊
藤
　
一
九
八
三
、
一
五
頁
）
。

　
M
E
化
と
作
業
者
委
譲
型
職
務
編
成
が
労
働
者
に
と
っ
て
最
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
他
の
型
の
職
務
編
成
の
採
用

　
　
　
　
　
（
7
）

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
M
E
化
が
進
行
し
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
、
生
産
性
の
工
場
や
生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
現
場

と
技
術
者
と
の
問
の
協
力
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
失
業
の
急
激
な
増
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
職
務
満
足
を
高
め
る
上
で
作

業
者
委
譲
型
職
務
編
成
に
基
づ
く
「
技
術
・
生
産
一
体
主
義
」
が
、
M
E
化
、
ひ
い
て
は
脱
工
業
化
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
伊
藤
　
一

九
八
三
、
一
五
i
六
頁
）
。
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な
に
よ
り
も
作
業
者
委
譲
型
の
職
務
編
成
は
、
一
般
作
業
員
に
高
学
歴
化
し
た
労
働
者
が
多
い
場
合
に
は
な
お
さ
ら
必
要
と
な
る
し
、

高
給
取
り
の
技
術
老
に
何
も
か
も
任
す
組
織
は
労
務
コ
ス
ト
が
逆
に
高
く
つ
く
か
も
れ
な
い
。
技
術
者
、
保
全
工
が
不
足
気
味
な
今
目
、

彼
ら
の
不
足
を
補
う
と
と
も
に
作
業
者
委
譲
型
の
職
務
編
成
は
教
育
．
訓
練
の
機
会
を
与
え
る
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。
し
か
し
、
労
働

内
容
の
高
度
化
は
機
械
や
技
術
に
関
す
る
知
識
の
み
な
ら
ず
、
時
に
は
エ
レ
ク
ト
・
ニ
ク
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
も

要
請
す
る
の
で
、
労
働
者
の
対
応
も
十
分
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
（
通
産
省
企
業
行
動
課
　
一
九
八
五
．
一
八
ー
九
頁
）
。

　
事
務
労
働
者
、
経
営
・
管
理
部
門
の
職
務
の
変
化

　
生
産
工
程
労
働
に
お
い
て
生
じ
た
労
働
内
容
、
職
務
編
成
の
変
化
が
事
務
部
門
に
も
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
O
A
化
が
急
速
に
進

み
事
務
部
門
に
も
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
．
O
A
化
が
進
め
ら
れ
た
要
因
を
ま
と
め
れ
ぽ
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
鈴
木
　
一

　　　　九
（（（（八四　一　 一　一　　　 一　 一　一　一　　　一
））））　

、

　
要
す
る
に
、

意
思
決
定
能
力
の
上
昇
と
と
も
に
、

る
。
そ
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
も
の
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
機
、

テ
キ
ス
ト
そ
し
て
音
声
処
理
な
ど
を
行
う
。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
の
伝
達
を
行
う
。

二
二
頁
）
。

事
務
部
門
の
生
産
性
向
上
が
可
能
と
な
り
、
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
。

組
織
と
し
て
の
情
報
処
理
能
力
の
向
上
．

従
業
員
個
々
の
処
理
能
力
の
向
上
。

単
純
作
業
の
機
械
化
の
可
能
性
の
認
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
O
A
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
意
欲
の
向
上
。

　
　
業
務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
仕
事
の
正
確
さ
や
内
容
と
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
機
会
損
失
の
減
少
、
経
営
戦
略
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
純
、
反
復
作
業
を
減
少
さ
せ
て
人
問
性
回
復
、
モ
ラ
ー
ル
の
向
上
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汎
用
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
、
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
、
バ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
デ
ー
タ
処
理
を
始
め
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
声
処
理
は
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
様
々
な
情
報
の
収
集
、
分
析
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
と
同
じ
く
、
C
A
D
／
C
A
M
な
ど
も
利
用
さ
れ
る
。
多
様
な
O
A
機
器
が
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普
及
し
て
い
る
速
度
は
大
変
大
ぎ
な
も
の
で
あ
る
（
通
産
省
企
業
行
動
課
　
一
九
八
五
．
二
〇
1
三
二
頁
）
。

　
む
ろ
ん
、
種
々
の
O
A
機
器
は
企
業
や
官
庁
で
使
わ
れ
る
が
、
組
織
の
各
部
署
や
地
位
、
役
割
に
応
じ
て
使
用
さ
れ
る
種
類
も
頻
度
も

異
な
る
。
し
か
し
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
か
つ
て
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
、
そ
れ
を
作
動
さ
せ
る
た
め
に
専
門
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
や
キ
ー
パ
ソ
チ
ャ
ー
を
雇
い
入
れ
た
り
、
あ
る
い
は
養
成
し
て
い
た
時
代
と
異
な
り
．
近
年
で
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
、
端
末
機
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、
M
E
機
器
そ

〈第8図）就業時問の構造（事務従事者）

17．7％

21．3

15．5

11．4

6．5

・3．5

14．7

9．4

一10％

一10％

一10％

一．8一、、・一”一　　　一10％

一9一一一一、一・一一・’一一一：コ9．．一

＝…一…ニニニ・9一・・

…一一一’　　　　＋7．6

0

董翻離達

藝？5」／2訊0％

計算する情報作成
　　18。0ノ

一
一
一

難i…i縣

襲1，鯉
移動6．5　移動6．5

雑務3．5　雑務3．5

考える／思索7．1
決裁7．11

筆灘｝生活9・4

約2，000時間

（将来）推定

年問2，114時間（1日8．8時間〉

（現在）

資料：日本電子工業振興協会，昭和54年度調査
引用：第6図に同じ（31頁〉。

の
も
の
を
一
般
の
事
務
員
や
経
営
・
管
理
者
が
直
接

操
作
す
る
と
い
う
個
人
レ
ベ
ル
で
の
O
A
化
が
進
ん

で
い
る
。
つ
ま
り
、
大
型
機
に
よ
る
集
中
・
大
量
一

括
型
処
理
の
普
及
と
定
着
時
代
が
終
了
し
、
多
品

種
・
少
量
分
散
型
の
事
務
処
理
の
時
代
に
入
っ
た
こ

と
は
注
意
し
た
い
（
小
川
　
一
九
八
四
、
三
ー
四
頁
、
鈴

木
一
九
八
三
、
二
五
頁
）
。

　
こ
の
動
き
は
、
生
産
工
程
に
お
け
る
多
品
種
・
中

少
量
生
産
へ
の
移
行
、
お
よ
び
M
E
機
器
の
操
作
が

専
門
技
術
者
か
ら
一
般
作
業
員
へ
と
委
譲
さ
れ
て
き

た
職
務
再
編
の
動
き
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
に
注
意
し
た
い
（
小
川
　
一
九
八
四
、
六
頁
）
。

す
な
わ
ち
、
事
務
作
業
に
お
け
る
単
純
反
復
作
業

（
計
算
処
理
、
文
書
処
理
と
管
理
伝
達
、
通
信
、
転
記
、

ユ81



法学研究61巻1号（’88：1）

複
写
な
ど
）
が
機
械
化
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
「
思
索
」
と
か
「
意
思
決
定
」
を
中
心
と
し
た
非
定
形
的
で
構
造
化
し
に
く
い
、
想
像
力
、

決
断
力
を
必
要
と
す
る
作
業
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
第
八
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
務
作
業
従
事
者
の
就
業
時
間
の
構
造
に
も
変
化

が
生
じ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
変
化
は
、
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
と
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
促
進
さ
せ
る
が
、
そ
の
理
由

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
販
売
す
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
が
ハ
イ
テ
ク
化
し
、
商
品
知
識
の
高
度
化
が
要
請
さ
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
研
究
．
開
発

　
　
　
部
門
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
く
な
る
。

　
（
二
）
　
生
産
、
事
務
部
門
の
F
A
化
、
O
A
化
は
職
務
の
高
度
化
を
目
指
す
。
こ
う
し
た
技
術
革
新
が
組
織
や
労
働
に
与
え
る
変
化
と

　
　
．
衝
撃
を
見
通
す
力
、
対
応
力
、
理
解
力
が
要
請
さ
れ
る
．

　
（
三
）
　
下
位
労
働
部
門
の
技
術
革
新
の
理
解
の
み
な
ら
ナ
、
個
人
的
に
も
O
A
機
器
に
対
す
る
適
応
力
が
要
求
さ
れ
、
経
営
レ
ベ
ル
で

　
　
　
の
高
度
な
意
思
決
定
に
役
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
四
）
　
技
術
変
化
と
市
場
二
ー
ズ
の
複
雑
化
と
変
動
性
を
促
す
社
会
変
動
に
対
し
て
敏
感
に
な
り
、
変
化
を
見
通
す
力
を
養
成
し
な
け

　
　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
ベ
ソ
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
営
・
管
理
レ
ベ
ル
の
人
々
に
と
く
に
あ
て
は
ま
る
が
、
社
内
ベ
ソ
チ
ャ
ー
の
進
展
お

よ
び
M
E
化
の
な
か
の
経
営
・
管
理
者
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
て
は
ま
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
工
業
化
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ
た

人
々
は
、
画
一
化
さ
れ
た
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
嫌
い
、
個
性
と
質
の
高
い
も
の
を
要
求
す
る
の
で
、
経
営
．
管
理
レ
ベ
ル
の
人
々
に
は
創

造
力
、
発
想
力
が
必
要
に
な
る
（
稲
葉
九
一
八
二
、
二
一
頁
、
榊
原
　
一
九
八
五
、
一
二
－
二
頁
）
。

　
英
才
職
種
の
展
開

　
今
ま
で
、
生
産
工
程
、
事
務
部
門
、
そ
し
て
経
営
・
管
理
レ
ベ
ル
の
労
働
、
職
務
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
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以
上
の
変
化
を
簡
潔
に
要
約
し
て
み
る
と
「
知
識
集
約
化
」
と
「
創
造
技
術
」
の
発
展
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
脱
工
業
社
会

に
お
い
て
は
理
論
的
知
識
、
科
学
的
分
析
力
そ
し
て
知
的
創
造
力
が
養
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
努

力
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
情
報
処
理
能
力
の
増
大
と
、
そ
れ
を
可
能
と
さ
せ
る
高
等
教
育
の
充
実
が
計
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
意
思
決
定
も
、
M
E
機
器
を
利
用
し
た
上
で
、
理
論
的
知
識
と
情
報
分
析
能
力
を
駆
使
し
た
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

カ
ソ
や
コ
ツ
と
い
っ
た
も
の
に
頼
る
こ
と
が
、
全
く
な
く
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
の
脱
工
業
社
会
論
に
よ
れ
ば
、
情
報
処
理
技
術
の
高
度
化
、
ハ
イ
テ
ク
化
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
（
第
四
次
、
第
五

次
産
業
）
の
発
展
が
生
じ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
職
業
や
労
働
過
程
の
知
識
、
技
術
集
約
化
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
技

術
、
理
論
の
発
展
、
知
識
の
高
度
化
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
影
響
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
脱
工
業
化
の
社
会
的
イ
ソ

パ
ク
ト
を
評
価
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
、
ベ
ル
に
よ
っ
て
既
に
一
〇
年
以
上
も
前
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
（
評
F
訳
一
九
七
五
）
、
ま

さ
に
そ
の
こ
と
は
生
産
・
事
務
お
よ
び
経
営
・
管
理
レ
ベ
ル
の
労
働
様
式
へ
の
イ
ソ
パ
ク
ト
の
評
価
に
対
し
て
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
、
第
三
次
産
業
を
中
心
に
単
純
化
さ
れ
、
標
準
化
さ
れ
た
下
積
み
職
種
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
く
こ
と
は
見
逃

せ
な
い
が
、
脱
工
業
化
の
な
か
で
、
英
才
職
種
が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

五
　
ま
と
め

　
以
上
、
工
業
化
と
脱
工
業
化
に
と
も
な
う
社
会
変
動
の
微
視
的
分
析
を
行
っ
て
ぎ
た
。
言
及
対
象
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
．
技
術
革
命

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
労
働
過
程
の
変
化
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
こ
こ
に
見
ら
れ
た
変
化
は
、
産
業
革
命
以
来
趨
勢
と
し
て
生
じ
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
無
人
工
場
の
実
現
は
、
技
術
者
に
と
っ
て
昔
か
ら
一
つ
の
理
想
で
あ
っ
た
。
技
術
革
新
が
、
労
働
の
二
極

分
解
と
下
積
み
職
種
の
機
械
化
を
進
め
る
と
い
う
議
論
も
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
変
動
は
、
産
業
革
命
以
後

の
変
動
の
な
か
で
も
、
ま
た
新
た
な
動
き
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
．
さ
ら
に
、
そ
の
点
を
確
か
め
る
上
で
、
次
の
機
会
に
脱
工
業
社

183



法学研究61巻1号（’88：1）

会
に
お
け
る
組
織
と
経
営
、
人
的
資
源
に
焦
点
を
当
て
、
微
視
的
研
究
を
行
い
た
い
。

（
1
）
社
会
変
動
論
を
、
古
代
、
中
世
か
ら
始
め
非
常
に
長
い
歴
史
的
変
動
と
し
て
論
ず
る
人
々
、
あ
る
い
は
工
業
化
（
産
業
化
）
以
後
の
変
動
を
断

続
的
で
な
い
「
趨
勢
」
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
つ
研
究
者
は
、
工
業
化
以
後
の
断
絶
的
変
動
を
重
視
し
た
が
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
産
業
革
命
以
来

　
の
趨
勢
と
異
な
っ
た
も
の
を
「
産
業
化
以
外
の
機
能
的
要
件
に
関
連
す
る
構
造
変
動
、
非
産
業
化
的
社
会
変
動
」
（
間
々
田
　
一
九
八
一
、
六
六
頁
）

と
見
な
す
傾
向
が
あ
る
。
工
業
化
、
産
業
化
と
い
っ
た
語
句
の
定
義
の
仕
方
に
よ
っ
て
議
論
が
異
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が
、
工
業
を
狭
い
意
昧

　
の
製
造
業
と
定
義
せ
ず
、
広
義
の
産
業
化
を
論
ず
る
場
合
に
脱
工
業
化
論
を
軽
視
し
や
す
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
に
列
挙
し
た
人
々
の

現
代
社
会
論
に
つ
い
て
は
稲
上
（
一
九
八
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
「
微
視
的
研
究
と
は
、
特
定
の
社
会
の
内
部
に
あ
る
特
定
要
素
（
部
分
）
が
、
限
定
さ
れ
た
時
間
の
間
に
変
化
し
た
場
合
、
そ
の
原
因
、
変
動
過

程
．
変
化
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
単
位
的
で
部
分
的
な
も
の
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
巨
視
的
研
究
と
は
、
そ
う

し
た
部
分
的
変
動
が
、
結
果
と
し
て
社
会
全
体
の
変
動
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
過
程
と
変
動
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
間
々

　
田
　
一
九
八
一
、
五
一
頁
）
．
本
稿
で
は
、
微
視
的
研
究
と
し
て
社
会
変
動
の
基
本
的
要
素
に
と
く
に
注
目
し
て
い
る
。

（
3
）
　
経
営
と
組
織
、
人
的
資
源
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
扱
う
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
も
脱
工
業
化
の
変
動
の
波
に

洗
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
他
方
で
複
合
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
社
会
化
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
間
題
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
の
か
、
と
り
あ
え
ず
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
非
英
語
系
移
民
、
難
民
へ
の
影
響
で
あ

る
が
、
後
に
は
、
労
働
組
合
員
、
女
性
労
働
者
、
学
生
、
高
齢
者
そ
し
て
少
数
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
序
論
的
考
察
で
も
あ
る
．

（
4
）
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
新
素
材
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
木
村
（
一
九
八
四
）
、
三
井
銀
行
（
一
九
八
五
）
、
青
柳
（
一
九
八
五
）
．

通
商
産
業
者
（
一
九
八
七
）
、
日
本
経
済
新
聞
社
（
一
九
八
七
）
。

（
5
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
様
々
な
論
議
が
あ
る
。
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
二
極
分
解
説
あ
る
い
は
二
重
市
場
構
造
化
説
を
取
り
入
れ
た
が
、
様
々
な

議
論
の
紹
介
に
つ
い
て
は
川
喜
多
（
一
九
八
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
モ
ー
リ
ス
（
一
九
八
五
）
は
、
労
働
の
未
来
に
つ
い
て
の
議
論
の
結
論
は
ま

だ
だ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
二
五
頁
）
．

（
6
）
技
術
革
新
と
失
業
の
問
題
に
つ
い
て
も
大
き
な
論
争
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
悲
観
的
議
論
と
楽
観
的
議
論
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

川
喜
多
（
一
九
八
五
）
、
通
産
省
工
業
技
術
院
（
一
九
八
三
、
第
一
章
）
、
O
E
C
D
（
訳
一
九
八
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
欧
州
と
異
な
り
日
本
で

は
全
体
釣
に
楽
観
的
な
議
論
が
多
い
が
、
近
年
の
円
高
不
況
、
産
業
空
洞
化
の
問
題
な
ど
と
絡
み
合
っ
て
、
技
術
革
新
、
産
業
調
整
と
失
業
周
題
も
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盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ひ
と
く
に
組
合
側
は
、
比
較
的
そ
の
傾
向
を
早
く
か
ら
示
し
た
よ
う
で
あ
る
．
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
．

藤
野
（
一
九
八
二
）
、
佐
々
木
（
一
九
八
七
）
、
尾
崎
（
一
九
八
七
）
、
佐
々
木
他
（
一
九
八
七
）
を
参
照
。

（
7
）
　
技
術
革
新
は
、
資
本
主
義
の
社
会
で
は
常
に
労
働
の
単
純
化
と
標
準
化
、
そ
し
て
究
極
的
に
は
失
業
を
も
た
ら
す
と
い
う
主
張
は
ブ
レ
イ
バ
ー

　
マ
ソ
（
卑
麩
霞
目
導
”
訳
一
九
七
八
）
に
よ
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
論
争
を
呼
ん
だ
が
、
英
国
で
も
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
職
務
編
成
を
採
用
で

き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
生
ま
れ
て
い
る
．
た
と
え
ば
、
き
冨
玖
這
o。
N
）
｝
閑
8
聲
再
。
。
犀
（
這
c
。
鱒
）
”
ω
。
段
『
9
塾
（
お
c。
。
）
矯
Q
窪
崔
9
か
一

（
一
〇
〇

。
癖
）
を
と
り
あ
え
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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